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球根情勢報告 
 

 平素よりお引き立ていただき誠にありがとうございます。 

 

 14年産ｵﾗﾝﾀﾞ産百合球根/14年産南半球産百合球根在庫表を送付いたします。 

 

 よろしくご確認ください。 

 

 14年産南半球産百合球根につきましては、1EURO=\140-にて原価計算しております。（全期間受注分。） 

 

 14年産ｵﾗﾝﾀﾞ産百合球根につきましては、 

本年 8月末日まで受注分 1EURO=\139.0- 

  9月中受注分 1EURO=\139.5-（1か月平均 TTS ﾚｰﾄ\139.8-でした。） 

 

10月中の受注分につきましては、1EURO=\139.0-ﾚｰﾄ適応となる様です。 

     （在庫表は、1EURO=\139.0/141.0 の 2本立てで案内いたしますが…。） 

 

 9 月 22 日付けで、球根情勢報告『ｵﾗﾝﾀﾞ出張報告』をお繋ぎしておりますが、その後の情勢報告となりま

す。 

 

 9月の天候は、予想よりさらに良かった様です。 

 木の実の落果は早かった様ですが、紅葉/落葉は大幅に遅れ、庭の芝生の刈込も 1～2回多めに実行してい

る様な状態です。 

 雨が記録的に少なく、百合生産圃場においては、最低 3回以上かん水を行わなければならなかった様です。

実行した農家と、しなかった農家の肥大差は、相当大きくなるとの事。 

10月も 2週目に入り、ようやく気温が下がり始めた様です。 

 

例年よりかなり遅れて、鉄砲百合の掘り取りが開始されました。 

 

早掘傾向の A.H/L.A球根農家でさえ、 

10月 15日は無理！20日以降にずれ込むだろう…。 

まだ茎が全然枯れていない…。 

どうやら、充実遅れの年となりそうです。 

 

本年 14 年産につきましては、㈱日本郵船様の『冬期就航ｽｹｼﾞｭｰﾙの変更はない。』との報告は受けており

ますが、これだけ充実が遅れると（普通に掘れば早掘未熟球となる）、A.H/L.A の年内/年明け納品について

は昨年並みに苦戦する恐れがあります。 

 

O.H/O.Tについても同様なことが予測されます。 

 促成球分の購入を控えてまだ買ってない方がおられましたら、南半球産在庫を当ってみたらいかがでしょ

うか？ 

  

 14年産ｵﾗﾝﾀﾞ産促成球での対応を考えておられる方については、2N ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ、又は Turbo球の導入を検討

してみてはいかがでしょうか？ 

 標準球よりは、早く納品できると思います。（休眠打破も、相対的に早いはずです。） 



２ 

 

 ＊希望があれば対応できる範囲で標準球から 2N球/Turbo球への変更受け付けます。 

  この場合、価格変更はご容赦ください。 

 

 上記したように、9 月は乾燥月となった様子で、「生産者間の差がかなり出そう」との事。「作況は良いは

ず」ですが、まだまだｻﾌﾟﾗｲｽﾞがあるのかなあと感じています。 

 

ぼちぼち Plamv及び LMOV濃度報告が球根農家から輸出業社に入り始めた様です。（8月末～9月上旬ﾘｰﾌｻﾝ

ﾌﾟﾙ検査による） 

この為に、早くも欠品報告が入り始めた品種がございます。 

 

 9月上旬の在庫表と比べて、A.H/L.Aは、FOB価格（現地渡し価格）やや上昇…。 

 O.H/O.Tについては、2～8月期より 9月期に価格が下がったものについては今回も同様な傾向となってい

る様です。 

 O.H/O.T系 12/14～14/16 ｻｲｽﾞについては、中国の購入意欲が強いらしく、大きめなｻｲｽﾞが予想より多く出

荷されてきた時についてのみ価格の動きがある様です。 

 

 9月 13日から昨日まで、東日本中山間/高冷地/東北地方の営業/切花圃場確認に行ってまいりました。 

 

 13 年産ｵﾗﾝﾀﾞ産百合球根品質は、他の輸入業者様が供給されている球根も当社が納品させていただいた球

根も「良い仕事をしてくれている」と思いました。 

 

本年の日本の気象条件・天候によるところが大きいのではないかと思いますが、 

TLより 2Nのほうが良い仕事をしていたり（夏場は通常の逆ですよね！）、ｼﾍﾞﾘｱなどにおいては、TL･JW ﾚ

ｰﾄ･HLCTL･EVR（来年は部分的に POFにｺｰﾄﾞ変更）など、どのｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝも遜色ない出来となっておりました。 

 

「13年産球根はあくまでも 13年産球根」 

「14年の日本の天候は、14年の日本の天候」 

「14年産の球根は、14年産の球根」 

「15年産の日本の天候は……？？」 

 

今年はうまくいったから…今年は輪が付き過ぎたから…来年は…… 

球根切花はそうはうまくいきません！！ 

 

＊全農にいがた様から頂いた系統販売資料によれば、 

 O.H/O.T系切花出荷本数は、7月  9％減 

              8月 14％減 

              9月 15％減 

となっていた様です。 

 

全国はどんな出荷状況だったのでしょうか？ 

1～3月期、4～6月期、7～9月期の結果を踏まえ、残すところ最後の 4半期に入りました。 

 

『品質はすごく良い』と思います。 

販売も良い結果が出ることを期待しています。 

 

  

 

 

以上 

 森山 隆 


